




要約文 ・原文残存認定単位 ・文末叙述表現 ・統括機能 ・尾括型
1.は じめ に
「『要約』 とは、原文の内容の趣旨を変えずに、より少ない言語分量で表現する言認行為
である。」 と定義される(佐 久間1994:4〉 ・要約は文章の理解力と表現力の両面が関わる
総合的な情報処理能力であり、日本語教育においては、効果的な読解指導方法の一つとし
て重視 されてきた。しかし、韓国においては、要約指導の方法論がまだ確立されておらず、
韓国人学習者 を対象とする要約文の研究は、佐久間まゆみ(1991/1994)・ 朴恵煉 〔2003)
らによる調査報告があるのみである。














2.研 究 方 法
2.1要 約 文 の分 析 方 法
本 稿 で は 、 原 文A「 日本 人 はそ ん な に駄 目か 」 につ い て 日本 人 大学 生 と韓 国 人 学 習 者 の
要 約 文 の 比 較 を、 佐 久 間 〔1989/1997)に よ る 「原 文残 存 認 定 単 位 」(以 下 、 「Z単 位 」 と
II響,[狂IIナ{学:口木 訂稼文育配F究
称 す る 〉軌・を 用 い て 行 う。 「Z単 位 」 と は、 要 約 文 の 分析 尺 度 と して 、 要 約 文 に お け る 原 文
の 要 素 の 残 存 傾 向 を客 観的 に判 断 す るた め の 作 業 仮説 的 単 位 ・で あ る 。
2.2要 約 文 調 査 の 実 施 方 法
本 稿 で 扱 う 要 約 文 資 料 は 、 以 下 の2種 で あ る 、
(1)原 文Aの 日本 人大 学 生 の 要 約 文(以 下 、AJ・ と称 す る 〉、1987年 調 査 、61名
(2)原 文Aの 韓 国 人 学 習 者 の 要 約 文(以 下 、AK3[ト と 称 す る)、2002年 調 査 、50名
AK3の 要 約 文 調 査 は 、 以 下 の 手 順 で 実 施 した ㌦
(i)1乙1・1査時 期 ・対 象=2002年9月16日.韓 国 釜Ilillゴ内 の 私 立2大 字 日オζ語 字 科 の3年 生125
字1)4∫FイL〔25季!r)=1、p『1-50名
(～)1、「胡査 項II=【 課 題11原 文A「LI木 人 はそ'んな に 駄 目か」(486字)の 内 容 を 日本 語 で150
字 に ま とめ る。 【課 題2】 原 文Aの 内 容 の 読 解 テ ス ト
③ 調査 手 順:日4ξ 語 の 授 某時 問 内 に 、 課 題1→2のIIillに 記 入 し、4D分 後 に1;=1収す る 。 制 限
時 問 内 に 、11二き終 わ らな い 場 合 も.時 間内 でIllI収す る 。
① 指示 事 項:原 文 のt'}読 を一・度 聞 い た 後 で 、 辞 書 を使 用 しなが ら、 課 題 を記 入す るp
3.原 文A「 日本人はそんなに駄目か」の文章構造
原文A「 日本 人 は そ ん な に駄 目か 」 は 、486字 の 短 い論 説 文 で 、 「全4段 落11文 か ら成
る結 論 が結 尾 部 の 文⑨ に示 され る尾 括 型 の 文 章 箭 造 類 型 の もの 」(佐 久 間1997:22)と さ
【原 文A】 「目本 人 はそ んな に駄 目か 』
牧野 昇
しドし ト じ ト コ トキ し レヨドユ しおドロ トき ロ
①五QO字 提 言を依輯 され、一緒 に送 られ てきた 見本 誌 を読んで 、 これ は 大 変 だ と身 が縮む 思 い に
な った。
おコ レ ぽ ま コ え へ を ヨ
ニ ② 日本 人に対 して 、何か教 訓をたれ る とか、叱 りつ ける 内容で ない とい けない よ うに思 ったか らだ。
シ ド し コ し ま ンド エド コ コド ヨド コ コ ペ ヌ ペ ユ ヨペコ る ルユ
③ 口本 人 は声 が 大きい ぞとか、新 幹線 の 中の ワゴン販 売はけ しか らん とかの お叱 りであ る.④ ど うも、
でドえ ロドヨ ヒリ ヨドヨ　し むドユドぽ 　　ユ さドヘ ちう
私の こ とを言 ってい る ように,1呂うの だ。⑤ 私 は一 人で は静か(当 た り前だ)だ が 、大勢 に なる と声 高で
ロ 　 コ ユ ヒドユヨ る コドコ ロド　
しゃぺ る。⑥ 新幹線 の なか で は、 ビール を呑 ん だ り、 弁 当はまだ かな ど と生唾 をの む。
ト し ト ぽ ト ヨ ト ヨ ト ヨ ト ロ
三 ⑦或 るコラ ムで、何 か 日本人 を叱 る文章 を書こ うと思い 、r日 本 人 はブラ ン ド指向だ。 汽車 の 中で も、
ト ハ ト リド し ト リド　 マド コゆ アド エ し アド ドエ アド 　コ アド ユ ヨ
ルイ ビ トンの鞄 を もった連 中が 多す ぎる』と古い て溜飲 を下げ た ら、そ の原稿 を清書 した秘 書が 「会 長、
マド ユ コ マド ヒコ ヌド ドア ロドド 　 ト い コ
先 口、ヨー ロ ッパ に行った時 に、グン ヒル のネ クタイ を十 本 買って来 ま したね。』⑧ ぎゃふ ん とした経験
が あ る。
リドロ ロドヱド ド ヨドユドき ロりド し ロゆドどドし
四 ⑨ いつ も、不 思議 に思 うこ とだ が、 日本 人 はそん なにダ メ人間 揃い なのだ ろ うか。⑩ しか し目本 経済
LO2目2u-III'『11'='ユ11一`'ピ"'陥'111』 圃i=
や社会 が 安定 に動い ているので ある。⑪ おそ ら く・お互い 同士が叱 正 し合 うとい う独得 の仕組 みが 、安足
化 に一・つ の貢 献 を して いるσ)かも しれ な い。(『PI蝿422号i%5,3.田P研 究所)
(注}漢 数字は段落、Qは 又番培、振 り仮名は、原文残存認定単位(Z単 位)を 示すq








韓国人学習者 の要約文 におけ る文末叙述表現 のパラフレーズ と誤用
れるが、原文Aの 文章構造については、佐久問(1997123)の 分析に従う。
原文Aは 、結尾部の段u皿 の文⑨の9-2-2「 そんなにダメ人間揃いなのだろうか。」 と
いう反語形式の文末叙述表現で結論を主張 し、文⑩ の10-2-2r安 定に動いているのであ
る。」 という文末叙述表現と文⑪の11-3-2「 安定化に一つの貢献をしているのかもしれな
い。」 という文末叙述表現でその根拠づけをする尾括型の文章型のものである。
本稿では、文⑨ を主題文 とし、結尾部の段 皿の文⑨ と文⑩⑪ が 「課題解答方式」・3の統
括関係を示すという点に注目する。文⑨⑭⑪ の文末には、いずれも 「ノダ」を含む文末叙
述表現が用いられてお り、文⑨の反言吾形式の 「問題提起」と文⑩⑪の 「根拠づけ」の意味
が分からない韓国人学習者にとっては、先行研究も指摘するように、主題文の認定に困難
を伴うことが予,想される。
4.要 約文AJとAK3の 分 析 結 果
4,1要 約 文AJとAK3の 原 文Aの 要 素 の 残 存 傾 向
【表11は 佐 久 間11997:29〉 に基 づ く要 約 文AJ、 【表2】 はAK3の 原 文残 存 率 玉1(以 下 、
残 存率 と称 す る 〉 の ズ 検 定 の結 果 を示 す もの で あ る 。 【表3】 は 、 【表1】 【表2】 に お い て
危 険 率1%で 「多 多 」 と示 され 有 意 に 差 が あ るZ単 位 を書 き出 した もの で あ り、基 準 とな
【表31要 約文A「 口木人はそんなに駄 目か」 の原 文残 存必 須単位1延 べ 数Lう




延べ数 幡1ガ 延べ数 〔輸 ガ
1 冒頭部(文 ① ～③)
一




② 2=1.日 本 人 に 対 して.
48(78,7)60 28(56.0)21
皿 何か教訓をたれる とか、 35(57.4)18 19(380〉3一
皿 叱 りつけ る 44(72.1)45 23(46,0)9
③
匙4,内容でない といけないように 46(75、4)52 21(42.0)6
H 展開部(文 ④～⑧1







圃 結尾部(文 ⑨ ～1鋤
四 ⑨・ 9r2二1日 木人 は 62〔101臼)134 45(900)97
皿2そ んなにダメ人問揃いなのだろ うか。 59〔96,71115 49(9呂.0)123
・⑩冒 ln・2・1.日木 経 済 や 祉会 が 64〔1049)146
48(960)116
エq皿 安定 に動いているのである. 49〔80,3105 42(84.0)80
⑪ 1上上Lお 互い同士が 5S〔95.1〕110
39(780)64
■一一一
且皿 叱正 し合 うとい う 62〔1015)134 44(88.0)91
珪3・↓独得の仕 組みが、 45〔73、8148 38(76、0)59
且皿 安定化に・つの貢献 をしているのか もしれ 55(9D2)93 40(呂00)69
な い。
全66単 位 日 本 人14Z多 多 韓 国 人12Z多 多
(注DII本 人σ)要 約 文AJの 結 果は 、佐 久問(1997=24【 表1-AI)σ)デ ー タに よ る もび)で あ る。
(注2)は 、AJに お いて 危 険 鵯1%で 「多多 』 とな り、要 約 文 に有,章 に 多 く認 め られ たZ単 位 〔必 三頁ll逐位1を 示 す
もの で あ る、
(注3)残 存率1%)は 、 各z単 位の 残 存 数 を要 約 若 総 放 で割 っ た もの の1'∫分 率 で あ る.
(注1}韓 国 人 σ)要約 文AK3び)み 有,まに 「多多1と 認 め られ たZ単 位 は 、展 開 部 の 堕 のIZ匡lt位 で あ り、2・4と4・2は 、
「多1と 隠 め られ たZ単 位で あ る。
早 価ll大 学 日本語教育研究
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韓国人学習者の要約文における文求叙述表現のパ ラフレーズ と誤用
【表2】 韓国 人学習者の要約 文AK3「 日木人はそんなに駄 日か」 の原文残仔率 の ズ検定1延 べ 数)
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早舶田大学 日本語教育研究
る 日本 人 の 要 約 文AJの 場 合 に は そ れ を 「必 須 単 位 」・5とし、AK3の 場 合 は 「多 多 」 と し
た 。
【表3】 か ら、 要 約 文AK3は 、 要 約 文AJの 「必 須 単 位 」14単 位 に 対 して 、 「多 多」 が3
単 位(2-2,2-4,4-2〉 少 な く、 冒頭 部 の2-1「 日本 人 に対 して、」 以外 の4単 位 は 、い ず れ
も50%よ り低 い残 存 率 を示 して い る。
一 方
・ 要 約 文AK3の 結 尾 部 は 、κ の 「必 須 単 位 』8単 位 の残 存 率 が75%以 上 を 占 め 、
日本 人 とあ ま り差 が ない こ とか ら、 原 文Aの 文 章 構 造 類 型 が 「尾 括 型 」 だ とあ る程 度 理
解 して はい るが ・ 冒頭 部 と展 開 部 の 「必 須 単 位 」 の 残 存 率 が 全 般 にAJよ りも低 く、 展 開
部 で7-5「 日本 人 は」 が 「多 多 」 と なっ て い る(【 注4】 参 照)の は 、筆 者 自身 の こ と と は
離 れ た 、 日本 人 の 一 般 論 と して 要 約 文 を書 い た こ とに な り、 韓 国 人 学 習者 の 原文 の理 解 力
不 足 を反 映 す る もの と考 え られ る。
4.2要 約文AJとAK3に おける文末叙述表現の残存傾向
原文Aに おける文末叙述表現が要約文AJとAK3に どのように残存するのかを観るた
め、要約文AJとAK3の 文末叙述表現の残存傾向を、まず 「ノダ」を含む4単 位と 「ノダ」
を含 まない7単 位に分けて、比較 してみた。
【表4】 要約 文Aに お ける文末叙述表現 の鳳文残存率(延 べ数)
目本人大学生AJ(61名) 輯川人』'1省者AK3150名)
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(注1)II本 人の鼓駒.メζAJの 結果は、藍.久間 〔1囲の のアーダに よるものである守
(粍2)==」 ‡、AJに おいて甑存 故ノ)多いZ単 位 で、危険4L%で 「多多」 となる.κ末叙止 ノく覗である、
〔注3》a欄 の(〕 の%は,各zq,ZRZEの 勧 矯 岐 争賭 み激x4単f・ ⇒ で言IIつた ものである.
〔注4>b膨)0の9。1'よ 、告7G,ZP,ZEの 纏(を 腰i〕 都 徴x711ilIDで 言l/った 伊 〕である.
韓巨一 者の… における文末叙述表現のパラフレーズと誤用1
【表4】 に よ る と、 「ノ ダ」 を含 む4単 位 の 平 均 値(AJl74.5%、AK3:70・596)の ほ うが
「ノ ダ」 を含 まな い7単 位 の平 均 値 〔AJ:17.3%、AK3:16.2%〉 よ り高 い 。 また 要 約 文
AJ・AK3と も に結 尾 部 の文⑨ ⑩ ⑪ の 文 末 叙 述 表 現 のZ単 位 に80.0%～98.O%の 高 い残 存
率 が 集 中 して い る。 た だ し、4-3「 思 うの だ。」 は、 残 存 率 が そ れ ぞ れ3L1%、20.O%と 低
い が 、 引 用 内 容 を表 す4-2「 私 の こ とを言 っ て い る よ う に」 が 「必 須 単 位 」 で 、 引 用 動 詞
を省 略 す る傾 向 が あ る とい う こ とが 分 か る。 こ の こ とか ら、 「ノ ダ」 を含 む文 末 叙 述 表 現
が 要 約 文 に多 用 され て い る とい え よ う。
次 に 、原 文 と同 じ表現(以 下 、ZGと 称 す る)、 原 文 の言 い換 え表 現(以 下 、ZPと 称 す
る)原 文 の 誤 用 表 現(以 下 、ZPと 称 す る)の3種 類17に 分 けて 、 比 較 して み た 。
要 約 文AK3に は 、ZPの 残 存 率 が50%以 上 の 文 末 叙 述 表 現 は な く、要 約 文AJよ り も残
存 率 が か な り低 い 。 これ は、 韓 国 人学 習者 の 日本 語 の 表現 力 の不 十 分 さ を示 して い る の で
は ない か と思、わ れ るD
要 約 文AK3の 結 尾 部 のZGの 残 存 率 は 、 さ ほ ど違 い は ない が 、ZPとZEの 比 率 が 逆 転
して い る.9-2-2、10-2-2、11-3-2のZPの 残 存 率 は、 要 約 文AJの70.5%～85.0%に 対 し
て 、AK3は いず れ も40%以 下 で あ る。 展 開 部4-3「 思 うの だ 。」 のZPの 残 存 率 は 、 日本 人
AJの29.5%に 対 して 、韓 国人AK3は8.0%と 、2L5%も 開 きが あ る。 さ らに ・要 約 文AK3
は 、 結 尾 部 の文 末 叙 述 表現 の3単 位9-2-2(46.0%)、10-2-2(42.0%〉 、11-3-2(38.0%)
で は 、ZEの 残 存 率 が いず れ も高 い 。 統 括 力 の大 きい 文 末 叙 述 表 現 の 誤 用 が 多 い とい う こ
とは 、 原文Aの 主題 文 の 内容 理 解 に問 題 が あ る とい う こ と を示 して い る。
原 文Aの4-3、9-2-2、10-2-2、11-3-2の4Z単 位 は 、 「ノ ダ」 を含 む文 末叙 述 表 現 で あ
るが 、 韓 国 人学 習者 は 「ノ ダ」 を含 む文 末叙 述 表 現 の パ ラ フ レーズ が う ま くで き ない とい
え よ う。
4.3要 約 文AK3の 文 末叙 述表 現 のパ ラ フ レー ズ と誤用
韓 国 人 の 要 約 文AK3に お け る結 尾 部 の 文 末 叙 述 表 現 の3単 位 の パ ラ フ レー ズ1・と誤 用
につ いて 、 日本 人 の 要 約 文AJと 比 較 した 。
4.3.19-2・2「 そ ん な に ダ メ人 間 揃 い なの だろ う か。」 のパ ラ フ レ ー ズ と誤用
【表5】 に よ る と、9-2-2の 文 末 叙 述 表 現 の パ ラ フ レー ズ は 、 要 約 文AJは18種 、要 約 文
AK3は10種 で 、 要 約 文AJの ほ うが か な1〕多 い 。 要約 文AJとAK3に 共 通 す るの は 、4種
(P15～P18)で 、 要 約 文AJに19例 、 要 約 文AK3に8例 が あ る・ そ の 中 で も例(1)の よ う
な 「～ ノ ダ ロ ウ カ 。」 と い う反 言吾表 現(Pl5)が12例 と4例 で 、最 も多 い 。 しか し、 要約
文AK3に は 、AJに は5例 もあ る例(2)の よう なパ ラ フ レー ズ は 見 られ な い 。
例(1〉AK3-41D2③ だが〔P)/本 当 に(P)/日 本 人 は(9-2-1〉/一 。
(9-2-2P)
例 〔2)AJ-015 ④しかし、〔P)/日本人は(9-2-1)/一 。
(9-2-2P)
(注10は 文 番 号、(1σ)中 はZ単 位 、 は パ ラフ レー ズ の 箇所 を示 す 。 以'ド、i司様
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【表5】9-2-2「 そ ん なに ダ メ 人問 揃 い なの だ ろ うか。」 の パ ラ フ レー ズ と誤 用(異 な り数)
日本人AJ(61)Ii韓 国人AK3(50)
ZG G1そ んなにダメ人間揃いなのだろうか, 7(11.5%)1.6〔12.0%)
P1ダ メ とい うオ)1ナでは な し㌔ 10(16.4%)10(O.0%〉
P2ダ メであろうか, 5(8,2ラ6)10(O.0%〉
P3駄 目な人問ではないだろ うが. 2(3,3%)10(G.0%)
P4ダ メ人問同士が 2(33%)10(OO%)
P5ダ メ人問同士の 2(33%)10(OO%)
P6そ んなに叱 られるほど 2〔33%)iiO(OO%)
P7ダ メ人間のよ うに 1(1,6%〉IIO(OO%)
P8ダ メ人問揃いのようだが 1(1.6%) lo〔oo%1
P9そ ん なに ダメ人聞ばか りではないよ うな気がする。 1(1.6%1 Io(o.o%1
P10ダ メ人間といわれ るよ うだが. 1(1.6%) O〔O.09でll
P11ダ メ とい うの では な い。 1(1.6%) 0〔O、0ラご、1
P12ダ メ人間である訳ではない 1(1.6%) 0(009ご 、)
ZP P13ダ メ人間なのではな く. 1(1.6%) 10(00%)
P14そ んなに駄 目な人聞ではないはず だ、, 1(1.6%1 10(00%)
P15そ んなに駄 目な人聞揃いなのだろうか。 12(19.7%1 !4(80%)
P16駄 目な の か。 5(8.2%) '2(4D%)
P17ダ メ なEI本 人 の 1(1.6%) ロ(2.0暢
P18ダ メ人問 であったら 1(1.6%) 1(2.O%〉
P19ダ メ な人 糊 だ と 〔い う〉 O(0.0%) 3(6、O%〉
P20ダ メ 人llUIまカ』りで1ま な 』、。 0(OO%) 3(60%)
P21そ んなにダメ人問ばか りで はない と 0(OO%) 3(60%)
P22ダ メなのだろ うか と 0〔OO%) 1(20%)
P23駄Ilな 0〔OO%1 1(20%)
P24こ んな駄LIな 人間が O〔0.O%〉 1(2.O%)
計 1B種52〔B5.2%) 10種20(4D.G知
E1ダ メ 人 間揃 い だ が、 0(O.0%) 8(16.0撃fll
E2ダ メ人問ばか りじゃないと 0(0.0%) 5(10.0%1
E呂 ダメ人 について D(00%) 3(50%)
E4]本 人の ダメなことを D(00%) 2(40%)
ZE E5ダ メ人問ばか りだと 0(00%1 2(40%)
E6ダ メ人問ばか りとか 0(00%1 1(20%)
E7ダ メ人間か もしれないが 、 O(0.0%1 ロ(2.0%)
E8そ んなにダメ人間揃いなのだろ うか と O(O.0%) ロ(2.D%)
計 O(O.0%) 23〔46.0%)
9-2・2の 残 存 率 の合 計 O種59(96.7%) 8種49(98.0%〉
〔注1)ZP,ZE欄 のPとEの 数字 は.ZP,ZEのf垂 煩 を示 寸'。
1注2)種 頬 の並 べ 力'は ・ 使 用李 が 高い 順 に 削 の み に あ る もの は上 、AK3の み は ド、AJとAK3に 共通 す る もの は 、
真ん 中 の方 に 記 す.
ま た 、9-2-2に お け る 「一デ ハ ナ イ」 と い う形 式 のパ ラ フ レーズ は、 要 約 文 川 が17例
(P1,P3,P9,Pll,P12,P13,P14,P20,P21)で 、AK3が6例(P20,P21)で あ る(例3)。 要
約 文AJは 、[～ デ ハ ナ イ」 の 形 式 以 外 に も、 「～ ノ デハ ナ イ」(P11,P13)、 「～ デ ハ ナ イ ハ
ズ ダ」(Pユ4)、 例(4)「 一 ワケ デ ハ ナ イ」(Pl ,Pl2)の よ うなパ ラ フ レー ズ が あ る の に対 して 、
要 約 文AK3は6例 全 てが 「～デ ハ ナ イ」 だ け で あ る 。
以 上 の こ とか ら、 韓 国 人 の 要 約 文AK3に は 、 パ ラ フ レー ズ の 種 類 が 少 な い こ とが分 か




② 日 本 人が(7-5P)■ ブ ラ ン ド指 向 だ とか(7-6P〉/声 が(3-1-2)〆
大 きい ぞ とか と(3-1-3E〉/言 っ て も(P〉/一
い。(9-2-2P)
② 日本 人 に 対 して 、(2-1)/い っ も(P)■ け しか らん と 〔3-2-2P)/批
難 され る が 、(3-3P)/だ か ら と い っ て 、 〔P)/円 本 人 は(9-2-D/
ダ.メとい うわ けで は な い 。(9-2-2P)
一 方
、例(5)の よ うな 誤 用 は 、9-2-2「 日本 人 は そ ん な に ダ メ人 間揃 い なの だ ろ うか 。」 と
い う反語 形式 の 文 末 叙 述 表現 の 理 解 力 不 足 に よ る もの で あ る ・ 要 約 文AK3に は 、 例(5)の
よ う な もの は10例 〔E1,E5)も あ るが 、 これ は原 文Aの 主 題 を誤 解 す る とい う重 大 な誤
用 を犯 した要 約 文 だ とい え よ う。
例(5)AK3-3114③ こ の よ う に(P)/文 の 日 本 人 は(E+9-2-1)/蹴 轍 、
(9-2-2E)/日 本社 会 は(10-2-1P)/安 定 的 だ。(10-2-2E)
〔注)Oは 文 番号、(1の 巾はZ単 位 、_は 誤川表現の箇所 を示す。以下、同襟
以 上 の こ とか ら、前 述 の佐 久 間(1994〉 に よ る指摘 の妥 当性 が検 証 され た。 この こ とは 、
ま た、2002年 に実 施 した 読解 テ ス トにお い て も、文⑨ を主 題 文 とす る学 習 者 が全50名 中 、
わず か4名(8%)に す ぎな か っ た こ とか ら も裏付 け られ て い る。
4.3.210・2-2「 安 定 に 動 いて い るの で あ る、」 の パ ラ フ レー ズ と誤 用
【表6】 に よ る と、10-2-2の パ ラ フ レ ーズ は 、要 約 文AJが19種 、要 約 文AK3が10種
で 、 要 約 文AK3が2倍 近 く少 な い 。 要 約 文AJとAK3に 共 通 す る もの(4種P16～P19)
は 、16例 と9例 あ る 。 例(6)と 例(7)は 、9-2-2の 反 語 形 式(～ ノ ダ ロ ウカ 。〉 の 問 題 提 起 に
対 す る根拠 づ け(一 ノ デ アル.)を 、 「～ ノデハ ナ イ カ。」 「ナ ラバ ～ハ ズ ガナ イ ノデ ア ル。」
を用 いて も っ と強 く表 す もの で 、 要約 文AJの み(P2,P3)に 見 られ る。
例 〔6)AJ-012③ そ の証 拠 に 、(P〉/日 本 経 済 や社 会 が 〔10-2-1)/麦 一
の では な い か 。(10-2-2P)
例(7〉AJ-032③ しか し、(P〉/日 本 人 とは(9-2-1E)/そ ん な に ダメ 人 間 ば か りな の
で あろ うか 。(9-2-2P)④ そ うで あ る な ら ば、(P)/日 本 の 社 会 や経
1斉力f(10-2-1P)/一 ロ(10-2-2P)
また 、 例(8〉は 、10-2-2「 安 定 に 動 い て い るの で あ る。」 を名 詞 節 化 し、文 を結 びつ い て
い るパ ラ フ レー ズ で 、要 約 文AK3の み(P21〉 に3例 あ る。
例(8)AK3-3124② 円木経 済 や 社 会 が(10-2-1〉/一(10-2-2P)/
見 る と、(P〉/日 本 人 は(9-2-1〉/ダ メ 人 間 ば か り とか(9-2-2E)/
ダ メ人 間 ば か りで は な い と(9-2-2E〉 〆 どち ら も(E)/言 え な い 。(E)
【表61102-2「 安定 に動 い てい るの で あ る 。」 の パ ラ フ レ ー ズ と誤 用(異 な り数)
日本人AJ(61)1韓 国人AK3〔50)
ZG Gl安 定に動いているのである. 5(82・!も)13(50%)
P1安 定にしているのだろ う. 3(49%)10(O.0%)
P2安 定に動いているではないか. 2(3.3%)…10(O.D%)
P3安 定寸'る は ず が ない の で あ る。 2(3.跳1 10(G.0%)
P4安 定 させ る。 2〔3.3%1 O(0、O%)
P5安 定 していることか らみて も、 2〔3、31}の O(0、O%〉
P6安 定化に 2〔331}の O(0,0%)
P7安 定は 2〔33%) O(0.O[}6)
P8安 定 していることから 2(3,3%) O〔0.O%)
P9安 定 している中では. 2(3.3%) 0〔0.O%)
Pエ0安 定性を保つ 2(3.3%) O〔D,O%}
P11安 定 してい るの に 、 2〔3、3%) O(0,0%〉
P12安 定に勇1』いているのである, 2(33%1 0(0.O%)
P13安 定に動いて い6が 、 1(1.6%1 0(0.0%)
ZP PL1安 定 こ動いて いるからであ る。 1(1.6%) 0(0.0%)
PI5安 定 こ向かっているので 1(1.6%) O〔0.O%)
P16安 定 こ動いて いるのは 8(131%) 3〔60%〉
P17安 定 こ動いて いるのだか ら、 4(δ6%) 1〔2.O%1
P18安 定 こ動 いて い る、 3(4.9%〉 2〔4.O%)
P19安 定 こ動 いて い る のだ 。 1(1.6%) 3(6.O%)
P20安 定 してい る。 0(OO%) 2(40%1
P21安 定に動いているのを O(OO%) 3(60%1
P22安 定 に動 い て い るσ)で 、 O(00%) 1(20%)
P23安 定 に動いている O(00%} 1(2.0%)
P24安 定に動 いていると 0(O.0%〉 1(2.O%)
P25仕 会 を安定化 させ、 D(O.O%) 1(2.0%)
計 19種44(72.2%) 10種18(360%1
E1安 定に 動 い て い る、, O(OO%) 6(120%)
E2安 定に動いていた. o(oo%) 3(60%)
E3安 定 化 して い る。 0(0.O%〉 2(4.O%)
E4安 定に動いているんです。 0〔0.0%〉 2(4.D%)
E5安 定的だ。 0〔OO%) 2(4.D%)
ZE E5安 定化に動かせ るために、 0〔OG%) 2(40%)
E7安 定に動いているのであるのは. o(DO%) 2(40%〉
E8日 本経済や 社会 を安定にうごかさせか も しらない。 O(0.0%1 1(2.O%〉
E9安 定に動いているのであ る、 0(O.0%1 1(2.O%)
計 0種O(OO%) 9種21(42.O%)
10-2・2の 残 存率 の 合 計 49く80.4%) 42(B4、0%)
一 方
、要 約 文AK3の10-2-2の 誤 用 は、 助 詞 ・語 彙 ・表 記 ・文 体 の ほ か 、例(9)の よ うに
テ ンス や ア ス ペ ク トな どに よる もの も見 られ るが 、 例(10)の よ うに 、課 題 解 答 方 式 に よる
もの も6例 あ っ た。 例(10)の よ うな誤 用 は 、9-2-2「 そ ん な に ダ メ人 問 揃 い ナ ノ ダ ロ ウ カ。」
とい う反 語 の 文 末 叙 述 表現 に対 す る根 拠 づ け とな る 文 末叙 述 表 現 「ノ ダ」 の理 解不 足 に よ
る もの だ とい え よ う。
例(9)AK3-3108 ④ で も(10-1E)/日 本 経 済 や 社 会 が(10-2-1)/繍 鷹 。
(10-2一一2E〉 〈テ ンス に よ る誤 り>
韓団人学む 者の要約文における文 末叙述表現 のパ ラフレー ズと誤 用
例(10)AK3-1117④ 日本 経 済 や社 会 も(10-2-IP)/一 。(10-2-2E)
く課 題 解 答 方 式 に よる誤 り>
4.3.311-3-2「 安 定 化 に 一 つの 貢 献 を して い るの か も しれ な い 。」 の パ ラ フ レー ズ と誤 用
【表7】 に よる と、11-3-2の パ ラ フ レー ズ は 、 要 約 文AJが 】5種 、 要 約 文AK3がU種
で あ り、 要約 文AJ・AK3に 共 通 す る もの は2種(P14,Pl5)で 、13例 と2例 あ る 。
要 約文AJに 最 も多 い 例(11)の よ う なパ ラ フ レー ズ は、AK3に は1例 だ け で 、 数 が 少 な
い。 また要 約 文AJは 、11-3-2を ほ とん ど 「ノ ダ」 を入 れ て パ ラ フ レー ズ す る の に対 して 、
要約 文AK3は 、例(12)の よう に 「ノ ダ」 を欠 くもの(P16)が 多 く見 られ る。 これ は 、韓
国 人学 習 者 が11-3-2「 安 定化 に一 つ の 貢献 を して い る ノ カ モ シ レナ イ。」 の み を表 す 推量
【夫7】11-3-2「 安 定 化 に一・』つの ～'1献を して い るの か も しれ な い。」 の パ ラ フ レー ズ と誤 用(y・1な り故)
日本人AJ〔61) 韓国人AK3(50)
ZG G1安 定化に一っの貞献をしているの かもしれない. 11(18,D%) 3(60%)
P1安 定化に・一つの貢献 してい るのか もしれない。 9(14.8%) O(OOo6)
P2安 定化に一一つの貢戯 してい ることを示すのではないか。 3(4.脇) O(OO%)
P3安 定化に 一っの貞献 してい るのであろ う. 3(4、9%) 0(00%)
P4安 定化に一つの貢献 してい るのではないか と私は,巴う。 Z(3.3%) O(0.0%)
P5安 定化に一っの貢献 してい るのではないだ ろう。 Z(33%) O〔0.O%)
P6安 定 化 に・一っ の 貞 献 して い る よ うに眉、ラ。 2(3.3%) O〔0.O%)
P7安 定 化 に っな が る と,巴う。 2(3.3%) O〔0.O%)
p8安 定化 してい る。 1〔1,6%〉 0(O,O%1
P9安 定化に一つの貢献しているの かもLれ な く、 1〔1.6%〉 0(0,0%)
P10安 定化に 一っの貢献を しているのが 111.6%) 0(G,O%)
P11安 定化に 一っの貢献 してい るか らか もしれない. 2133%) 0(O,O%1
P12安 定化に貢献 しているからではないか と私は,慰う。 1〔16%) OIO.O%1
ZP
P13仕 組 み に よ る とい うこ とで あ り、 1〔16%) o(oo%1
P14安 定 化 に・一つ の 貢 献 して い る の だ ろ う、 11(180穿 ω 1120%1
P15安 定 化 に一一っ の 貢 献 して い る の で あ る。 2(33号 イ、) 1〔2、O%1
P16安 定化に目一つの貢献 しているかも しれ ない。 O(OO%) 4〔B、O%〉
P17安 定化に 一つの貢献をしてい るのか も しれない と筆 者は、思っ
ている。
O(OO?{、) 3160%1
P18安 定化に一つの貢献を しているかもしれないからだ. 0(OO%)3(60?る)
P19安 定 化 に一 つ σ)貢 献 して い るの だ。 0(OO%)1(2006)
P20安 定化に…一つの貢献を していると思 っている。 0(OO%)1(2、0%)
P21安 定化に 一っの貢 献しているの ではなかろ うか。 0(OO%)11(20ひ も)
P22独 得の仕粗みのお かげだと,巴う。 0(OO%)II1(20?6)
P23仕 組 みがあるためだと言ってい る。 0(OO%)II1(20%)
P24あ ったか ら二そではないか。 0(OO%)11(20守 ち)
計 15種43(アO、4%)II11種18(360?6)
E1安 定化に一つの貢献を してい る. 1(16%)Il7(140%)
E2経 済や仕会の安定化に貢献 したろ う O(00%〕15(10006)
陥 安 定化に貢献を しているか らもしれない。 O(O.0%lI4(80%〉
ZE
E4安 定化にひ とつの貢執で はないか。 O(00%lI2(4㈱
E5助 けになるかも しれません、 O(oo%111(2.oo6)
計 1種1(16賢1)II6種19(380%)






④ お そ ら く、(11-1)/お 互 い が(11-2-1P)/そ の 叱 正 し合 う とい う
(P+11-2-2P)/独 得 の 仕 組 み が(11-3-1)/一
てい るの だ ろ う。(11-3-2P)
③ こ の よ うに(P)/日 本 人 の お 互 い 同士 が(9-2-1E+11-2-1)/叱 正 し
合 うとい う(11-2-2)/独 得 の 仕 組 みが 〔11-3-1)/日 本 経 済 や社 会
の安 定 化 に な る の に(10-2-1E十11-3-2E)/二2一
も しれ ない 。(11-3-2P〉
一 方
、U-3-2の 誤 用(El-E5)の 中 に は 、 例(13)の よ う な文 法 の誤 り(E3)が4例 、
(14)の よ う な 内 容 の 誤 り(EDが7例 、 例(15〉の よ うな 二 つ 以 上 の 誤 りが 重 複 す る もの
(E2〉 が5例 あ っ た。
例(13)AK3-4114④ し か し(10-1〉/同 士 が(11-2-IE)/叱 正 し 合 う と い う
(11-2-2)/仕 組 み が(11-3-1P〉/屓 一
魏 撫 。(10-2-1P+10-2-2E+11-3-2E〉(文 法 の誤 り 〉
例(14)AK3-4204③ 日 本 人 は(9-2-1)/そ ん な に ダ メ 人 間 揃 い な の だ ろ う か 。
(9-2-2〉 〆④ お そ ら く、(11-1)/お 互 い 同士 が 〔11-2-1)/叱 正 し
合 う とい う(i1-2-2)/独 得 の 仕組 み が 、(11-3-1)/鞭
一 ゑ 。(11-3-2E)〈 内 容 の 誤 り>
例(15)AK3-3113⑤ 叱 正 し合 う(11-2-2P)/仕 組 み が(ll-3-1P)/一
撒 鳳(10-2-1P+11-3-2E)く 重 複 す る誤 り〉
5.ま と め
本 稿 で は 、韓 国 入学 習 者 の 要約 文AK3に お け る 原 文 残 存 率 の残 存 傾 向 と文 末 叙 述 表 現
の パ ラ フ レー ズ と誤 用 につ い て 、 日本 人 大 学 生 の 要約 文AJと の 異 同 を比 較 検 討 した 。
韓 国 人 学 習 者 の 要約 文AK3は 、結 尾 部 の 残 存 率 が 高 い とい う点 で は、 日本 人 大 学 生 の
要約 文AJと 類 似す るが 、 冒頭 部 と展 開部 の残 存 率 が 全 般 的 に低 く、 筆 者 自身 の こ と とは
離 れ た 日本 人 の一 般 論 と して書 か れ た もの な ど、 原 文 の 内 容 を充 実 に反 映 した とは言 い難
い もの が 見 られ た。 また 、 原文 残 存 率 の比 較 か ら、 日本 人 と韓 国 人 の要 約 文Aは と もに 、
原文 の結 尾 部 の統 括 機 能 を有す る 「ノ ダ」 を含 む 文 末 叙 述 表現 が、 多 く残 存 す る とい うこ
とが 明 らか に な っ た 。 しか し、 韓 国 人 学 習 者 の 要 約 文AK3に は、 パ ラ フ レー ズ の種 類 も
少 な く、 結 尾 部 の 「ノ ダ」 を 含 む 文 末 叙 述 表 現9-2-2、10-2-2、11-3-2の3Z単 位 に 文
法 ・語彙 ・表記 の 他 、内 容 の理 解 不 足 に よ る誤 用 な ど、問題 を抱 える もの が 多 く見 られた 。
特 に、 反語 の文 宋 叙 述 表 現9-2-2の 誤 用 が46%も あ り、 最 も多 か っ た。
これ らの結 果 か ら、佐 久 間(1994)の 「韓 国 人 学 習 者 に よる 尾括 型 の 論 説 文 の 原 文 の 要
約 文 には 、結 論 を欠 く もの が 多 く、 そ の原 因 は 読 解 力 に問 題 が あ る ため で は ない か」 とい
一 一 一 一 一 一{ラ フレー緬1
う指摘が検証され、韓同人学習者には、段や文章 を統括する 「ノダ」を含む文末叙述表現
の理解と表現が不十分であることが明らかになった。
今回は、紙面の関係上、結尾部の原文残存率の差が激 しい3Z単 位のパラフレーズ と誤
用表現を取 り上げたが、残りの文末叙述表現のパ ラフレーズと誤用については、後 日の課
題としたい。
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1Fl毛稲 田大 学 のfノ[1久問 まゆ み教 授 を代 表 とす る 「文'1宝・談 話 研 究 会 」 にお い て は 、1986年 一1997
年 に 口 本及 び 韓 卜1の大 学 にお け る要 約 文 調 査 を実 施 した が 、 そ の 成 果 は 、 主 と して 、 佐 久 問 編
(1989〆199i)、 佐 久 問(1991/1997〉 に ま とめ られ て いる 。 ま た 、1997年 以 降 は 、聴 吼 要 約 文 の
嗣 査 も行 っ て い る。
2佐 久llll(1991〆1994)で1よ 、 日本 人大 学 生UOO名1と 韓 国 入 学 習 者(60名 〕 を対 象 に 、 文 章 構
造 煩 型がIFIきな る[・ 1・の6種 煩(頭 拓 ヱIll、尾括 型 、i-II括型 、III括 型 、 分 括 型 、 潜括 型)の 論 説 文 を
原 文 〔原 文A一 原 文F)と して 用 い て 、 目木1ユ987)と 韓 国(1988)で 要約 文 調 杏 を行 っ た 推 告
が あ る。6種 頭 の 要約 文A-Fの1]・ 韓 の 比・li交結 果 の 詳 細 に つ い て は、 佐 久 問(1991/1994)を
参照 され た い 。
3「 統 括 」 の 概 念 規 定 につ い て 、永 野(19S6=315)で は 、 「文 章 を構 成 す る 文 の 連 続 に お い て 、一
つ の文 が 意 味 の 」二で の.文 躯全 体 を締 め く く る役 割 を果 た して い るこ とが 言 語 形式0)一ヒで も確 認 さ
れ る場 合 、 そ の 文 σ)意味 」二形 態 上 ヴ)特徴 を と らえ て 文'3の 全 休構 造 に お け る統 一性 と完 結性 と を
根拠 づ け よ う とす る文 法 論的 観,収で あ る・」 と述 べ て い る 。 永 野(1986:326)は 、 文'3を 「文 の
連 鎖 閃係 」 の 観 点 か ら、 「の」 を含 む 辞(の ・の だ ・の で あ る ・の で す ・の だ ろ う ・0)で し ょ う、
の 煩 〉 とそ れ以 外 の 辞 と2分 頬 し、 「「の』 を含 む 辞 がそ れ以 外 の 辞 を す べ て ひ っ くる め て 統 括 す
る。」 と指 摘 して い るu
4/k野 〔19S6〉 は 、 「文 章 を構成 す る一 つ 一 つ の 文 末 陳 述 部 に筆 者 の 意 図 が 集 約 的 に素 現 さ れ て い
る とい う前 捉 に立 ち、 文 †曼全体 を通 して 文 末 の 長 現 形式 の 変 化 と統 一 を 検討 す る こ とに よ り、 文
1耕』1ζ造 を解 明 し よ う とす る観 点 」 を陳 述 の 連 鎖 と定 義 して い る。
51チi`村知 子(1988〉 は 、 析1!il仕説 に使 わ れ る文 末 述li「1の勾目宝徴 に つ い て 文1こ述lil;σ)統括 機ll旨を 分 析 し
て い るDま た 、 畝 田 谷杜 子(1989=1〔)9)は 、 原 文 と 要約 文 の 文 末 ノξ現 の 形 式 を、 永 野(1986)
の 「陳 述 の 連 鎖 ∫ の 観 点 に よ っ て分 析 し、 「原 文 の 主 題 文 ・ トビ ノ クセ ンテ ン スの 陳 述 が 要 約文
に 多用 され る。」 と』旨摘 してい る。
6「 原 文 残存 認定llif・乞」 の 分 填 は.10煩2・1種 で あ る(佐 久 問19S9/1997)。 佐 久 問(201)① で は 、
原 文 残 存 、i己定li気位 を 「情ll芝lltl・:・:1と改 称 して 、 原 文 を 区 分 した もの を 「X単 位 」、 要 約 文 を 区分
した もo)を 「Y単 位 」、 原.丈のX単 位 が 要約 文 のY単 位 に残 存 す る と認 定 し た もの を 「Zili・位 」
と呼 んで い る 。4く稿 で は 、「原文 残 存 認定ili.位」 とい う・名称 を 使 用 す るが 、 分 煩 と分 析 方 法 は,
fをク、匿」(200Q)1こ そ、亡う もの とづ'る。
7要 約 文AK3の 厭 文 残 存 認定 及 び 、謝II分 析 に閃 して は 、 文 章 ・談 話 研 究 会の 会 員諾 氏 の協 力 を得
て 行 わ れ たP
8要 約 文AJは 、 佐 久 問 編(199・119)の1987年 度 のli「胡査 し た 日本 入プご1:生 の 要 約文 デ ー タ を詐 可
IIし稲1[1大 ～1=口!診 語 享文育 研 究
を 得 て 使 用 した も ので あ る 。
9・要約 文AK3は 、 要 約 文AKIl「 文 章 ・談 話 研 究 会 」 の198S年 度 調査).AK2(朴 恵 膜 氏 の21.X〕2
年 調査 〉 に続 く韓 国人亨二習 者・を対 象 と した 第 皿期 目の 要約 文 デ ー タで あ る・
10要 約 文AJのIJ・ 『査概 要 のIIY・細 につ い て は、 佐 久 問駒,二q989八:1-2/を 参 照 され た い 。
工14年 生 の 要約 文 デ ー タは,韓 「qの2大 学 で(18名,7名1調 査 した もの で あ る。
12「 段 」 σ)II「兄念 規 定 につ い て 、 佐 久 問(1992=421で は、 「市 川(19781が 「文 段 」 と して 定 義 し
た もの に 、 佐 久 問(19S7)で 提 唱 した 談、i[脅の 「話 段 」 の観.監【ヌ1を加 え て 、』文 章 ・談 読 を直接 に構 成
す る要 、則 で あ る と述 べ て い る 。
13課 題 解 答 方 式 とは 、「,1ず諸 ・へ の 問 い か け と い う陳 述 形 式 で 明 確 に提 示 し、筆 者rl身 が そ れ に解 答
文 を与 え る とい う 延べ 方 で あ る.」(永 野19S6冴70)と 定 義 され て い る 。
14原 文 残 存 率 とは 、一 つ のZ単 位 の残 存 数 の 要約 者の 総 数 に 占め る百 分 率 を さすD
15f'll久 問1199"1997)は 、 日本 人の 要 約 文'にお け る原 文 のZ単 位 の 残 存 傾[II]を、Zl戸 ・位 の 残 存 率
の 統i、1'的検 定 の 拮 果 か ら 「残 存 故の 多いZ単 位(危 険 率191コ 水 準 の 「多 多」)」 を原 文 の 文 『1定携成
上 の 「必 須lit位 『、 「戟 存 故 の や や 多 いZ単 位 〔危険 孝5%水 準 の 「多」)」 を 陸ll∫助 単 位」 と称 し、
これ らのZ単 位 の組 み 合 わ せ が 要約 文 の骨 格 を形 成 して い る と見 な して い る。 ま た 、同 じ危 険孝
で 「少 少 」 と 「少」 とな っ たZ単 位 を.要 約 文 に有 意 に 少 な い 単 位 を意味 す る 「不 要ii隻位 」 と呼
ん で い る.
16佐 久1!ljl1997)で は 、 日本 人 の 要約 文(.幻1と 外 国 人留 学 生 の'典約 文IAF)のy・!な り故 の 原 文
残 存 領 向 の 結 果 も報告 され て い る ロ
17佐 久 問(19971221は 、要 約 文 に お け るz単 位 をそ の 表 現 形態 の 避 い に よ り、① 「ZG」1原 文 と
全 く同 じ表 現 、 ② 「ZP」1原.文 を 緑 々 に 言い換 え た 表現 、③ 「ZE」1原 文 σ)誤用 表 現 、④・「P」=
原 文 衣現 以 外 の 言 い換 え 表 現 〔パ ラ フ レ ーズ 〕、⑤ 「E.1:原 文 と全 く閃 係 の な い 誤 用 衣現 の5磁
頬 に分 頬 して い る が 、木 稿 で は 、'要約 文 と原 文 と を照 合 して 、 露い換 え と 誤用 表現 が 確 認 で きる
よ うに す る た め 、 原文 に フ、1きづ く衣 現(ZG,ZP,ZE)の み を分 析 対 象 に した。
18桑 原 和 子(19971122〕1よ 、 「原 文 のZ単 位 が 特 定 で きな い 要 約 者 独1/の 表 現 「P」 を 「ZP」 と は
次 元のy↓ な る,じ1味で のパ ラ フ レー ズで あ る 」 と し、'要'約文 にお け る 言い換 え 表現 の実 態 と評 価 と
の 閃 連 を分 析 して い る。 藤 村(1998:18)は 、 連 合文 の パ ラ フ レー ズ とい う観 点 か ら留 学 生 と 日
木 人の 要 約 文 を比 較 し、 留 学 生 の場 合 は 、 「前 置 き」、「条 件」、 「連 体 修 飾 」 とい った パ ラ フ レー
ズ をあ ま り使 用 して い ない と指 摘 して いる 。
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